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30 パーセンタイル値 95 分を Cut off 値とした場合の多変量解析から、SPS 症例（オッズ比 
5.98）と体腔外吻合症例（オッズ比 48.14）が短時間で終了する因子だった。 
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[検討 2.] ビデオ分析 
右側結腸癌症例の総手術時間は、SPS で 17.5 分の短縮（P=0.03）がみられた。各パートにお
ける手術手順のマッチングから、「気腹開始から腹膜切開」におけるトロッカー挿入操作と助手操





[検討 3.] 学習曲線 
MPS の近似線は y=-0.35x+130.1、SPS は y=0.13x+105.3 であり、SPS では時間短縮がみられな
かった。 
【結語】 
腹腔鏡下大腸切除術において短時間で終了する因子であったSPSと従来のMPSを比較することで、
腹腔鏡手術における時間短縮の可能性を論じた。MPS に熟練した術者という条件の下でのビデオ
分析の結果から、トロッカーの削減、ソロサージェリーによる助手操作の省略、小開腹先行と仮
閉腹の省略が手術時間を短縮する要因であった。本研究から右側結腸癌症例における腹腔鏡手術
では、SPS に伴う操作の導入により時間短縮が可能と考えられたが、操作が困難な部位ではかえ
って短縮しないことも明らかとなった。 
 
 
